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１．概要（Summary） 

清風南海高校では、文部科学省・スーパーグローバル

ハイスクール(SGH)事業において、シナリオ・プラニング

の手法を用いて、未来のエネルギー事情を考えるという

課題研究を行っている。シナリオ・プラニングにおける技

術的考察力を養うために、当該課題研究における 1 つの

テーマである太陽電池の試作を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】  

 超高分解能電界放出形走査電子顕微鏡(SEM)、X 線

回折装置 

【実験方法】 

以下の手順で太陽電池セルの試作を行い、Ｘ線回折

装置による酸化チタンの結晶構造解析、走査型電子顕微

鏡による形状観察と光電変換効率の評価を行った。 

（有機薄膜太陽電池） 

・電子輸送層、活性層のスピンコーティング、アニーリング 

・ホール輸送層のスピンコーティング、アニーリング 

（色素増感太陽電池） 

・染料溶液、添加剤溶液調製 

・酸化チタン塗布済みガラスのオゾン処理 

・加熱処理 

・染料溶液に酸化チタン電極基板を浸漬 

・色素の洗浄、酸化チタン基板の乾燥 

・スペンサー取り付け 

・白金電極の貼り合わせ 

・電解液の注入 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. １に試作した太陽電池の写真を示す。左側ケース

内の左試料は有機薄膜太陽電池である。もう一方は色素

増感太陽電池である。 色素増感太陽電池において、酸

化チタン形成試料についてＸ線回折装置を利用して結晶

構造解析を行った。その結果、酸化チタン膜はアナター

ゼ構造であることが確認できた。また、SEMを用い有機薄

膜太陽電池の断面構造を観察した。 

作製した色素増感太陽電池においては、5 mm角の受

光部において発電効率として最高 5%を得た。またセルを

2 個直列に接続してオルゴールを鳴らすことができた。一

方、有機薄膜太陽電池においては、試作時間および装置

の制約等により満足な結果が得られず発電効率は 1.7%

であった。 

 

 

Fig. 1 Organic thin-film (Left) and 

dye-sensitized solar cells.  
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